






制する効果と，侵入した水素をトラップして水素脆
化を抑制する効果の複合効果によるものと推察され
た。

　このように，スポーリング感受性低減効果が大きいこ
とから，一部のユーザにサンプル出荷を行い，実機での
評価試験を実施している。今後，実機評価試験を基に
Ti,V添加量の最適化を図りつつ商品化を進めていく。
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